
 

 

 

令和２年度みやぎ地域づくり団体協議会石巻支部委員

会の９名の委員の皆様をご紹介します。 

【民間委員】 

木村 正樹 ((特非)いしのまきNPOセンター 代表理事) 

松村 豪太 ((一社)ISHINOMAKI2.0 代表理事) 

渥美 裕介((一社)東松島みらいとし機構 代表理事)  

菅原 節郎（野蒜まちづくり協議会 会長） 

須田 勘太郎 (女川・光太郎の会 会長) 

【行政委員】 

佐藤 佐智子 (石巻市復興政策部地域協働課長) 

佐々木 寿晴 (東松島市総務部市民協働課長) 

小海途 聡 (女川町企画課長) 

吉田 稔 (石巻地区広域行政事務組合総務企画課長) 

【支部役員】 

 支 部 長  木村 正樹((特非)いしのまき NPO センター) 

  副支部長 松村 豪太((一社)ISHINOMAKI2.0) 

 監  事 小海途 聡（女川町企画課） 

 

支部委員の皆様，よろしくお願いします。 

 

令和２年９月１４日に令和２年度みやぎ地域づくり団

体協議会石巻支部委員会を書面開催し，９名の支部委員の

方々にご審議いただきました。 

令和元年度事業実績及び収支決算，令和２年度事業計画

及び収支予算（案），支部役員改選ついて承認されました。 

今年度も，イベントや助成金などの情報提供，団体間の

交流促進など地域住民による主体的な地域づくり活動の

推進に取り組んで参ります。 

支部交流会は，今年度も開催予定です。詳細は決まり次

第お知らせしますので，皆様の積極的なご参加をお待ちし

ています。 

 

今般の新型コロナウイルス感染拡大に伴い，会員の皆さ

まにおいては，活動の自粛や縮小など多大な影響があるか

と思います。今回は，４団体からコロナ禍での活動状況な

どの情報をいただいたので，ご紹介します。 

 

 

 

 

 

特定非営利法人 石巻復興支援ネットワーク 

公営住宅住民のコミュニティづくり 

集会所が再開できるまでは，脳トレのワークブックを

作成し，戸別配布・電話にて現状確認などを行いました。

7 月からは，人数制限や検温，アルコール消毒などのコ

ロナ対策を行いながら，ワークショップを開催していま

す。 

親子の居場所づくり 

  コロナの影響で，休校措置など子育て中の親にかかる

負担軽減と親子の居場所づくりのため，月 2～3 回開催

していた子ども食堂を週 3 日，1 回 1 時間（1 組の親子

限定）開催したほか，相談と遊びの場の提供や持ち帰り

用弁当の提供を 5 月より再開しました。 

7 月以降は，週 3 回，1 回の開催につき 1～3 組の親

子限定と組数を調整しながら開催しています。 

公益社団法人 3.11 みらいサポート 

一時は震災学習プログラムの参加者がゼロになり，展

示施設も休館するなど，大きな影響がありました。震災

10 年を前に各所からのご要望を受け，オンライン語り

部や動画配信による学びの機会提供に取り組んでいます。 

放課後こども倶楽部 Bremen 

4 月から 7 月までの約 100 日弱で，延べ 979 名の

お子さんをお預かりしました。どのお子さんも学校でい

ろいろな方と接触しています。保護者も職員もそれぞれ

社会活動をしてきますので，Bremen では感染予防にも

大変気を遣いました。その中で，子ども達の心と身体の

健康を考え，6 回の「放課後子ども教室」での体験活動

や「理科実験」，「防災ワークショップ参加」などを恐る

恐る実施しました。 

8月8日には，延期していた「親子de 夏の野外体験」

を実施。小学生 20

名とその保護者・

幼児も参加し，総

勢 44 名で楽しく

夏の思い出作りが

できました。 

（アポージオとはイタリア語で，支援・応援を意味する言葉です。） 

令和２年９月発行 

編集・発行 みやぎ地域づくり団体協議会石巻支部 



 

 

 

特定非営利活動法人 ぱんぷきんふれあい会 

3 月より健康教室「ふまねっと運動」を休止していま

したが，事前の健康チェックを行った上，換気やソーシ

ャルディスタンスの確保等に気を配りながら，６月末よ

り再開しました。また，マスク着用のため，いつもより

休憩・水分補給の回数を増やし，参加者の様子を見なが

ら教室を進めています。 

 

H×Imagine（ひまじん） 
クリーン活動を基本に，若い世代の活躍の場所づくり，

活動のサポートをしていきたいという想いで設立しまし

た。 

東松島を愛する人材を発掘し，子供たちから大人まで

地区を超えて，自分の町を知り，誇れるような体験づく

りを活動の目的としています。 

有志を募り，月一回海岸や町でクリーン活動を二年間

続けています。「町のごみを拾えない奴は町の未来を語る

な」をスローガンに，町をキレイにしながら町の未来を

語りプレイヤーを増やしていくのが狙いです。地域の課

題を解決しながら市民全員が活躍できる社会を目指して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  会員の皆様から寄せられたイベントやお知らせ，活動

情報等を県のホームページ掲載やメールで周知し，皆様

の地域づくり活動を支援します。 

  この情報紙は，次回令和３年３月発行予定です。 

 ホームページや情報紙への掲載希望がありましたら，み

やぎ地域づくり団体協議会石巻支部事務局までご連絡

ください。 

 

１．各種助成金について 

  ･地域づくり団体活動支援事業 

･地域づくり団体クラウドファンディング活用支援事業 

  地域づくり団体協議会が実施する上記の助成金は， 

令和 2 年度分の申請を受け付けています。助成金の 

累計が予算額に達し次第受付を終了するため，申請を 

希望する団体は早急に連絡，申請を行ってください。 

２．(一財)地域活性化センター賛助会員への入会の 

ご案内  

全国協議会運営主体の（一財）地域活性化センター 

では，活発に活動を行う地域づくり団体への支援を

より適切に行っていくために，賛助会員（年会費

3,000 円）の募集を行っています。 

   賛助会員に登録すると，月刊情報誌「地域づくり」

の特別編「別冊」の送付及び同誌への団体紹介記事の

掲載、更には全国協議会が行う各種助成金への申請を

行うことができます。 

  全国協議会会員に関する賛助会員との違いは下記

の表のとおりです。 

 

   代表者及びご担当者，連絡先等に変更があった場合は，

指定様式での届出が必要です。事務局までご連絡くださ

い。 

 

 
みやぎ地域づくり団体協議会石巻支部事務局 

宮城県東部地方振興事務所 地方振興部内 

担当：真壁，廣瀬 

TEL 0225-95-1767 

FAX 0225-95-1471 

E-mail  et-sinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

HP https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et- 

sgsin-e/tiikidukuri.html 

 

 

賛助会員
賛助会員でない
全国協議会会員

申請可 申請不可

本編 送付あり 送付あり

別冊 送付あり 送付なし

特集編 送付あり 送付なし

月刊情報誌
「地域づくり」

全国協議会会員について

全国協議会助成事業

mailto:et-sinbk2@pref.miyagi.lg.jp

